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２
０
１
８
年
、
平
成
の
最
後
と
な

る
戌
年
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
戌
年

は
今
ま
で
積
み
上
げ
て
来
た
こ
と
が

結
実
し
、
新
し
い
始
ま
り
に
向
け
て

準
備
を
整
え
る
年
だ
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

平
成
27
年
の
鳥
取
県
議
会
選
挙
に

お
い
て
皆
様
か
ら
負
託
を
受
け
3
年

が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
奇
し
く
も
平
成

27
年
は
地
方
創
生
の
取
り
組
み
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
年
で
も
あ

り
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み
と
共
に

歩
ん
だ
3
年
だ
っ
た
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

鳥
取
県
で
は
地
方
創
生
に
向
け
て

元
気
づ
く
り
総
合
戦
略
を
策
定
し
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
持
続

的
で
活
力
あ
る
地
域
を
目
指
し
て

様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

ロ
ケ
ッ
ト
ス
タ
ー
ト
と
称
し
た
多
く

の
取
り
組
み
を
検
証
し
、
何
が
出
来

て
何
が
出
来
て
い
な
い
の
か
、
鳥
取

県
の
元
気
づ
く
り
の
初
動
を
総
括
す

る
一
年
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

我
が
国
は
、
人
口
減
少
と
超
高
齢

化
社
会
を
迎
え
る
と
い
う
歴
史
上
始

ま
っ
て
以
来
の
時
代
の
転
換
点
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
拡
大
成
長
を

前
提
と
し
た
施
策
か
ら
、
既
存
の
社

会
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
や
民
間
活

力
の
導
入
、
或
い
は
自
治
体
連
携
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
広
域
化
等
を
推
進

し
、
持
続
可
能
な
社
会
シ
ス
テ
ム
へ

創
り
変
え
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
議
会
に
お
い
て
も
具
体
的
な

施
策
を
提
案
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
。

こ
の
様
な
中
、
平
成
28
年
に
大
山

が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
昨
年
は

全
国
で
8
か
所
を
指
定
し
て
国
立
公

園
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
環
境
省

の
「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
大
山
隠
岐
国
立
公
園
が
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
更
に
は
観
光
庁
が
指
定
す

る
全
国
11
ヶ
所
の
広
域
観
光
ル
ー
ト

に
鳥
取
県
か
ら
島
根
県
を
経
て
山
口

県
に
到
る
「
縁
の
道
」
が
指
定
さ
れ
、

鳥
取
県
に
と
っ
て
大
き
な
追
い
風
が

吹
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
は
、
今
年
開
催
さ
れ
る
大

山
開
山
１
３
０
０
年
祭
に
向
け
て
大

き
な
弾
み
と
な
る
上
、
先
の
米
子
・

香
港
便
の
就
航
も
追
い
風
と
な
り
、

国
内
外
に
向
け
て
の
発
信
力
が
一
段

と
増
し
て
来
る
と
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

こ
の
好
機
を
逃
さ
ず
確
実
に
成
果

に
結
び
つ
け
る
た
め
に
、
全
力
で
取

り
組
む
と
共
に
任
期
の
総
仕
上
げ
の

年
に
し
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
方

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
冒
頭
の
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。
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平成 29年６月　決算審査特別委員会
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６
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成
長
を
切
り
拓
く
人
材
の
創

出
に
つ
い
て

水
力
発
電
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
つ
い
て

水
力
発
電
と
下
水
道
へ
の
民

間
活
力
導
入

上
下
水
道
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
（
※
）

県
民
の
稼
ぐ
力
を
い
か
に
作
る
か
の
観

点
か
ら
①
兼
業･

副
業
の
推
進
②
奨
学

金
に
つ
い
て
、
大
学
入
学
年
度
か
ら
の
登
録
や
起

業
す
る
場
合
の
優
遇
措
置
な
ど
支
援
制
度
の
見
直

し
③
実
践
的
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ロ
ン･
ス
ク
ー
ル
の
設

置
等
に
取
り
組
む
べ
き

①
活
力
や
成
長
力
が
生
ま
れ
る
と
思

う
。
国
の
調
査
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し

な
が
ら
広
め
て
い
く
②
出
資
者
と
調
整
の
う
え
工

夫
し
た
い
③
提
案
さ
れ
た
神
戸
の
事
例
の
よ
う
に

成
長
の
基
軸
を
担
う
よ
う
な
起
業
を
目
指
し
、
新

し
い
タ
イ
プ
の
フ
ァ
ン
ド
の
運
用
や
組
み
換
え
を

検
討
し
た
い

①
日
野
川
第
一
発
電
所
に
つ
い
て
、
舂

米
発
電
所
と
同
様
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
認
定
ま
で

県
が
受
け
持
ち
、
そ
の
後
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
出

す
方
法
も
あ
る
と
思
う
が
、
所
見
を
伺
う
②
コ
ン

①
水
力
発
電
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
、
日
野
川
第
一
発
電
所
や
舂
米
発

電
所
の
改
修
工
事
を
含
め
対
象
施
設
を
増
や
し
事

業
規
模
を
拡
大
す
べ
き
。
②
天
神
浄
化
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
平
成
32
年
度
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
※
）
制
度
の

抜
本
改
正
を
踏
ま
え
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
導
入
検

討
を
急
ぐ
べ
き
。

①
事
業
規
模
を
ど
う
す
る
か
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
通
し
て
民
間
事
業
者
か
ら
意
見

①
先
ず
は
鳥
取
県
天
神
川
流
域
下
水
道

公
社
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
検
討
と

県
下
全
市
町
村
の
上
下
水
道
の
維
持
対
策
に
県
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
べ
き
②
持
続
可
能
な

上
下
水
道
の
構
築
に
向
け
、
有
識
者
を
中
心
と
し

た
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
広
域
化
に
関
す
る
検
討
会

を
開
催
す
べ
き
。

①
意
識
の
醸
成
と
情
報
の
共
有
化
か
ら

始
め
可
能
性
を
模
索
し
た
い
②
何
ら
か

の
検
討
組
織
を
作
り
情
報
の
共
有
化
を
図
る
。
単

な
る
担
当
者
だ
け
で
は
無
く
自
治
体
経
営
全
体
の

中
で
経
営
や
中
枢
の
皆
さ
ん
も
入
っ
て
頂
く
検
討

平成29年２月定例会　一般質問

平成29年９月定例会　一般質問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

の
場
を
考
え
た
い
。

※
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
…
上
下
水
道
な
ど
の
料
金
徴
収
を

伴
う
公
共
施
設
な
ど
に
つ
い
て
、
施
設
の
所
有
権
を

公
的
機
関
に
残
し
た
ま
ま
、
運
営
を
特
別
目
的
会
社

と
し
て
設
立
さ
れ
る
民
間
事
業
者
が
行
う
方
式
。

を
伺
っ
て
ま
い
り
た
い
。
②
関
係
市
町
村
と
意
見

調
整
を
行
い
、
今
後
、
検
討
会
等
、
研
究
会
等
を

立
ち
上
げ
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

※
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
…
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
（Feed-in 

Tariff , FiT

）
の
こ
と
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
買
い
取
り
価

格
を
法
律
で
定
め
る
方
式
の
助
成
制
度
。

質
問

答
弁

セ
ッ
シ
ョ
ン
は
検
討
段
階
か
ら
行
財
政
部
局
が
主

体
的
に
関
与
す
る
体
制
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
所

見
を
伺
う
。①

新
年
度
予
算
で
日
野
川
第
一
発
電
所

の
調
査
費
を
計
上
し
、
国
交
省
や
漁
協

等
関
係
者
と
協
議
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
き
た

い
②
新
年
度
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
あ
る
い
は
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
全
体
を

見
渡
し
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
部
局

の
設
置
を
考

え
た
い
。



特
別
委
員
会
県
内
調
査

常
任
委
員
会
県
外
調
査

韓
国
江
原
道
視
察
訪
問
団

出
前
県
議
会
の
実
施

決
算
審
査
特
別
委
員
会
地
域
振
興
県
土
警

察
分
科
会
に
お
い
て
観
光
交
流
局
、
地
域
振
興

部
、
県
土
整
備
部
、
危
機
管
理
局
の
集
中
審

査
を
行
い
、
午
後
か
ら
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
、

倉
吉
未
来
中
心
、
鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン
空
港
の

現
地
調
査
を
行
っ
た
。

指
定
管
理
者
の
鳥
取
県
文
化
振
興
財
団
か

ら
、
運
営
上
の
問
題
や
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
指
定
管
理
制
度
の
問
題
点

に
つ
い
て
、
更
新
期
に
向
け
て
の
抜
本
的
な

見
直
し
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン
空
港
で
は
、
基
本
構
想

と
基
本
計
画
の
説
明
を
受
け
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
に
向
け
た
空
港
運
営
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会
の
県
外
視
察
で
和

歌
山
県
立
日
高
高
等
学
校
中
津
分
校
に
於
い

て
、
中
山
間
地
に
お
け
る
県
立
高
校
の
特
色
あ

る
取
組
に
つ
い
て
。
白
浜
町
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
・

オ
フ
ィ
ス
に
て
、
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進

に
よ
る
移
住
・
定
住
取
組
に
つ
い
て
。
和
歌

山
県
立
美
術
館
に
て
、
県
立
博
物
館
に
お
け

る
美
術
作
品
の
所
蔵
・
展
示
状
況
に
つ
い
て
。

大
阪
府
庁
に
て
、
公
民
戦
略
連
携
デ
ス
ク
の

取
組
に
つ
い
て
視
察
・
調
査
を
行
っ
た
。

大
阪
府
庁
に
於
い
て
、
古
田
参
事
、
山
縣

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
公
民
戦
略
連
携
デ
ス

ク
の
取
組
に
つ
い
て
、
民
間
企
業
と
各
セ
ク

シ
ョ
ン
・
担
当
者
と
繋
ぐ
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
事
業
等
の
説
明
を
受
け
た
。

江
原
道
議
会
へ
の
表
敬
訪
問
で
、
キ
ム
・
ド

ン
イ
ル
議
長
他
、
江
原
道
議
員
の
皆
さ
ん
と
、

鳥
取
県
訪
問
団
が
挨
拶
を
交
わ
し
意
見
交
換

会
を
行
っ
た

そ
の
後
、
民
間
の
人
口
保
険
福
祉
協
会
江

原
支
会
を
視
察
し
、
少
子
化
対
策
と
し
て
の

出
産
奨
励
の
環
境
造
成
と
、
国
民
の
健
康
対

策
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

翌
日
は
、
春
川
市
の
江
原
道
庁
で
チ
ェ
・

ム
ン
ス
ン
知
事
へ
の
表
敬
訪
問
に
は
じ
ま
り
、

オ
リ
・
パ
ラ
大
会
会
場
の
平
昌
に
移
動
し
て
、

開
会
式
場
や
競
技
会
場
を
視
察
し
た
。
ジ
ャ
ン

プ
台
の
先
は
東
海
（
日
本
海
）
が
あ
り
、
間

違
い
無
く
両
国
の
近
さ
を
確
認
す
る
瞬
間
で

も
あ
っ
た
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会
に
於
い
て
、「
鳥
取

県
中
部
地
震
か
ら
の
復
興
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
」
エ
キ
パ
ル
倉
吉
に
お
い
て
、
出
前

県
議
会
を
実
施
し
た
。

鳥
取
県
中
部
地
震
復
興
本
部
、
倉
吉
市
、
北

栄
町
、
中
部
地
震
住
宅
修
繕
支
援
セ
ン
タ
ー
、

倉
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
鳥
取
県
中
部
振

興
祭
実
行
委
員
会
の
参
加
を
得
て
、
各
代
表
・

担
当
か
ら
の
現
状
報
告
を
受
け
、
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

組
織
横
断
的
で
柔
軟
な
指
示
命
令
系
統
や

被
害
者
対
応
が
重
要
と
な
る
が
、
現
実
は
縦
割

り
の
行
政
組
織
や
地
域
力
の
低
下
等
、
様
々
な

阻
害
要
因
が
存
在
し
て
い
る
事
を
身
を
も
っ

て
感
じ
ら
れ
た
。

平
成
29
年
10
月
27
日

平
成
29
年
８
月
30
日
▼
９
月
1
日

平
成
29
年
11
月
１
日
▼
３
日

平
成
29
年
11
月
29
日
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政務活動報告

第12回モンゴル友好交流の翼
2017
7/28▶8/5
㈮      ㈯

鳥取県とモンゴル中央県との友好交流事業の
鳥取県訪問団に参加した。

海
外

第11回全国和牛能力共進会、宮城大会視察
2017
9/9・10
㈯     ㈰  

鳥取県の存在感は前回と比べようも無いほど高ま
り、和牛王国復活に向けて確実な手応えを感じた。

県
外

沖縄の県外調査2017
2/10㈮

沖縄県南城市で実施される、日本初のバス自
動運転実証実験の現地調査を行った。

県
外

鳥取県営水力発電所の視察
2017
11/8・9

㈬   ㈭  

改修工事が始まった若桜町の鳥取県企業局水
力発電所「つく米発電所」を視察した。

県
内

シンガポール視察
2017
8/22▶24
㈫     ㈭  

自治体国際化協会、CLAIR シンガポール事務所を訪ね、
シンガポールの政治経済の概要について説明を受けた。

海
外観光立国に向けて県西部調査

2017
7/24・25
㈪     ㈫  

大山自然歴史館を視察し、矢田貝館長から２
階増築等の改修案の説明を受けた。

県
内

岩手県野田村バイオマスの視察2017
2/13㈪

岩手県野田村のバイオマス発電所を視察した。㈱野田バ
イオパワーＪＰは、震災復興の期待を背負い設立された。

県
外国交省中国地方整備局への要望活動2017

1/18㈬

「国の施策等に関する提案・要望書」を中国地
方整備局の坂本河川保全管理官に手渡した。

県
外

神戸起業操練所の視察2017
3/9㈭

神戸市の交流型事業創造サロン「神戸起業操
練所」を視察した。

県
外 北東アジア地域国際交流・協力地方政府サミット2017

4/10㈪

「第22回北東アジア地域国際交流・協力地方政府サミッ
ト」の鳥取県知事主催歓迎レセプションに出席した。

県
内 赤碕港、鳥取林養魚場を視察2017

7/20㈭

ギンザケ養殖で世界トップクラスの技術を誇
る「鳥取林養魚」を視察した。

県
内

【議会経歴】
平成27年～28年
 地域振興県土警察常任委員会副委員長

平成29年～
 総務教育常任委員会委員

平成29年～
 決算審査特別委員会委員長
 境港管理組合議会議員

平成30年～
 北朝鮮拉致問題早期解決促進鳥取県
議会議員連盟会長


